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1. 研究費というコスト

太郎さんは博士後期課程の最終年度を迎える学生です。

太郎さんの分野で来年の3月に博士号を取得するためには、2月中に博

士論文の基幹となる研究が国際ジャーナルに採択される必要がありま

す。

「査読を通過するためにも、

これまで以上に良い研究に取り組まないと…」
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博士課程の経済状況

文部科学省の「博士（後期）課程学生の経済的支援状況に関する調査研究」による

と、十分な給付型支援を受けられていない博士学生が多数を占め、生活費相当額の

受給者は約2割に留まっています。

また文部科学省 科学技術・学術政策局 人材政策課が取りまとめた「博士後期課程学

生支援に関する参考資料」によると、修士課程の段階では国公立・私立の設置形態を

問わず75%以上の学生が経済的な理由などからアルバイトに従事せざるを得ない実

態が示されています。このような経済的負担や将来への不安が背景にあるせいか、博

士課程への進学を前向きに検討するための条件として、「経済的支援のさらなる拡充

」が最も強く求められています。

ラーニング・サポーター(LS)として図書館で働くこ

とも可能です！

！図書館からのひとこと！

https://www.library.osaka-u.ac.jp/pr/saiyou/
https://www.library.osaka-u.ac.jp/pr/saiyou/
https://www.library.osaka-u.ac.jp/pr/saiyou/
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2. ジャーナルのコスト

「先日採択された大型研究プロジェクトだけど、太郎さん

が共同研究者として参画してくれれば非常におもしろい成

果が出せると思っているんだ。多少だけど予算から給与も

支払える見込みだし、力を貸してくれないだろうか。」

指導教官より

指導教官のあたたかい計らいにより、懸念していた予算の目途はなんと
か立ちました。
早速、論文の執筆に向けて『ジャーナルC』の最新動向を確認しようと
するも、新しい研究分野であるため大学では購読しておらず、一部の
オープンアクセス（OA）論文以外は閲覧できません。
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論文を読むためのコスト

大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）の統計等によれば、電子ジャーナルの購読料は世界的に年々高騰を続けています。

この価格高騰は大学図書館の予算を大きく圧迫しており、年々購読タイトルの削減を迫られている状況です

所属する機関によって自由に読める論文に差が出る「アクセス環境の格差」が、研究現場の深刻な課題となっています。
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3. OA出版のコスト（APC）

「将来、研究者の道に進むつもりなら、博士論文はOAで出版

するべきだよ。アクセス数も被引用数も段違いだからね。」

先輩より

投稿先候補A

¥380,000
投稿先候補B

¥420,000
投稿先候補C

¥540,000

「噂には聞いていたけれど、APCってこんなにかかるのか…」
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高騰するAPC

「公的資金による研究成果は、社会の共有財産として広く無償で

公開されるべき」という理念のもとに推進されてきたOAですが、

ゴールドOAに必要となるAPCは年々上昇傾向にあります。

主要な出版社のAPCは平均でも数十万円にのぼり、著名な学術誌

ともなれば100万円を超えるケースも珍しくありません。

さらに、著者がOAか非OAを選択可能なハイブリッド誌でOA出

版を行った場合、機関（図書館）が負担する購読料と、研究者個

人が負担するAPCの両方を出版社へ支払うことになるため、いわ

ゆる「二重払い」の疑念が指摘されています。

図書館の機関リポジトリに登録するOA（グリーンOA）な

らAPCは不要です。

！図書館からのひとこと！
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4. 査読のコスト（時間）

「ジャーナルの知名度やAPCの価格にばかり目が行きがちだけど、

査読期間も重要よ。事前にしっかり確認しておくべきね。」

知人より

「8月中に納得のいく論文が書き上がればA誌に挑戦したいけど、

それが難しければB誌かな。

ただ、査読の早いB誌でも10月末までに投稿しないと、2月中のア

クセプトは難しいと考えた方が良さそうだな…」

B誌 迅速審査

分野で比較的読まれている有力誌。

認知度は十分。

初回判定

中央値5日
APC

¥54万

A誌 憧れの的

分野を代表する有名ジャーナル。掲

載されればキャリアには有利。

初回判定

平均5週
APC

¥38万
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査読期間の目安

論文を投稿してから採択（アクセプト）されるまでには、複数の

専門家による厳格な「査読」プロセスが存在します。

分野によって異なりますが、このプロセスには通常数週間から数

ヶ月、場合によっては1年以上かかることもあります。

学位取得のデッドラインや就職活動を控える学生にとって、査読

期間の見極めは、将来のキャリアに左右する極めて重要な能力と

言えます。

投稿先を判断する際、

悪質なジャーナルにもご注意ください！

！図書館からのひとこと！

https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/academic-info/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/academic-info/
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5. 研究データ管理のコスト

投稿先の方針も定まり、研究に専念できたおかげか、予想以上に良質な

データが集まりました。

「最近の主要ジャーナルでは、論文の根拠データをリポジ

トリ等で公開することが推奨されています。あらかじめデ

ータ公開の準備をしておいた方がいいでしょう」

学会セッションより

「研究データの公開」については、全く頭にありませんでした。
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研究データ管理のコスト
NISTEP（科学技術・学術政策研究所）の実態調査によれば、オ

ープンサイエンスの推進に伴い、論文だけでなく「研究データ」

の適切な管理・公開が国際的な標準ルールになりつつあります。

しかしながら、データを誰もが使えるように整える作業（適切な

ライセンスの付与、詳細なメタデータの登録、個人情報保護をは

じめとする倫理的配慮など）には、これまでとは異なる労力が必

要になります。

こうした「研究データ管理（RDM）のコスト」は、研究者が直

面する新たな課題となっています。

公的資金のうち2025年度から新たに公募を行う競争的

研究費の受給者に対して、学術論文及び根拠データの

学術雑誌への掲載後、即時に機関リポジトリ等の情報

基盤へ掲載（即時オープンアクセス）」することが義

務付けられています！

！図書館からのひとこと！

https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/research-disclosure/oa-policy/
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6. 英文校正のコスト

その後もいろいろなトラブルに見舞われ、気がつけばもう9月。
当初目標としていたA誌への投稿は諦め、B誌にターゲットを絞り
ました。

「査読なしの論文なら私のチェックでも問題ないと思うけれ

ど、国際誌でしっかり査読を受けるつもりなら、分野の専門

用語に詳しいプロの英文校正に出した方が安心だよ。」

共同研究者

不自然な英語表現のせいで査読が長引く、あるいは研究自体が

過小評価されるといったスクは避けたいところです。
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英文校正のコスト
学術界の共通言語が英語である以上、非英語圏の研究者にとって英

文校正は、論文を世に出すための欠かせないプロセスです。

近年は生成AIの進化により、こうした「言語の壁」を取り払い、グ

ローバルな公平性の実現が期待されています。しかし、ある分野の

調査においてAIと人間の校正を比較したところ、AI特有の欠点が浮

き彫りになりました。

専門の英文校正を依頼する場合、数万円から十数万円程度の費用と

数日間の期間が必要ですが、まだまだ避けられないコストのようで

す。

大阪大学には英文校正の支援制度があります！

！図書館からのひとこと！

https://www.omp.osaka-u.ac.jp/support/menu/
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7. 博士課程の修了後
10月下旬、ついに完成した原稿をB誌へ投稿。初回判定を無事通過する

も、博士号審査・就職活動・共同研究の中間報告に忙殺され、あっとい

う間に月日は流れました。

「アクセプト……よかった、

本当によかった」

1 月 末 ―  通 知
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博士人材の価値
「第7期科学技術・イノベーション基本計画」において、2030年度末までに博士人材を2万人規模とする数値目標が設定されました。さらに、「次世代

人材育成ワーキング・グループ」の場においても、博士人材の活躍推進に向けた議論が進められています。

多くの困難を乗り越えて高度な専門性やグローバルな視野、多面的な汎用的スキルを身につけた博士人材は、大学等のアカデミアのみならず、社会のあ

らゆる領域において次代のイノベーションを主導する中核的な人材として大きな期待が寄せられています。
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